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　国民大運動県実行委員会は10月16日、JR山形駅前で「マイナ保険証一本化
反対・紙の保険証の存続」を求める街頭アピール行動に取り組みました。各団
体から10人が参加し、署名・チラシ配布・シールアンケートを展開しました。
　ハンドマイクで訴えた勝見忍事務局長は、「保険証を廃止してマイナカードに
一本化するのでなく、従来の紙の保険証を残そう」と語り、「訴えたいのはこのこと
だけです」と強調しました。
　続いて共産党の石川渉県議は、従来の保険証と比べてマイナカードに一本化
された保険証は5年に1度は必ず更新
する必要があり不便になると指摘。た
った一つのカードに全情報を入れる
のは、国民監視の仕組みをつくり大き
な危険性を有することから、「一本化に
反対して紙の保険証を残そう」と呼び
かけました。
　「保険証廃止に納得できるか」を問う
シールアンケートには11人が参加した
うち、8人が「納得できない」にシールを
貼り付けました。
　署名した60代の女性は「今の保険証
で何も問題はない。絶対に保険証を廃
止したくない」と語気を強めました。母
親が介護施設に入所している40代男
性は「マイナカードはつくっていないが、
紙の保険証の方がよい」と署名しまし
た。また、高校1年の男子生徒は「同居
しているおじいちゃん、おばあちゃんが
マイナカードをつくった場合、きちんと扱
えるかが心配だ」と不安を示しました。

対話をしながら署名に応じる市民
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　庄内町議会（石川保議長）は9月19日、「健康保険証を廃止しないよう求める意見書」を賛成多数で可決しました。
衆・参両院議長や内閣総理大臣らに求めた意見書です。
　同意見書案は議員発議として提出されたもの。9月15日に伊藤和美議員が提出者、2人の議員が賛同者となり、共
産党の工藤範子議員が委員長を務める総務常任委員会で審議が行われました。
　委員会の採決では、5対1の賛成多数で採択。引き続き19日の本会議で、10対3の賛成多数で採択されました。
　同意見書は「マイナンバーカード保険証のトラブルの原因を究明し、ヒューマンエラー等のトラブルが起こりにくいシ
ステムを構築すること」「マイナ保険証が普及した後も、当面は、現行の紙による保険証を廃止せず、選択制にするこ
と」の2点を強く要望すると明記しています。
　国民大運動実委はこれをうけ、9月30日の学習会の行動提起の１つとして、県内の地方議会への請願提出運動に
取り組むことを提案、確認されました。当面、12月定例会に向けて請願を提出することにしています。

　庄内町議会で採択された意見書は次のとおりです。
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